
第１章 自動運転をめぐる法整備の現在と今後の展望 
 
第２章 自動運転、ITS、V2Xに向けた通信技術の開発と展望 
第1節 低遅延、信頼性の高い車載ネットワークの要件とそれに向けた開発 
 
第2節 高速移動体における 
     車車間，路車間通信に向けた高信頼・低遅延化技術 
 
第3節 協調型自動運転に向けた通信技術とその展望 
 
第4節 縦列走行車車間通信における電波伝搬メカニズムと解析技術 
 
第5節 自動車内における超広帯域無線通信の利用可能性 
 
第6節 広域車々間通信による高速道路での渋滞緩和技術 
 
第7節 車車間・歩車間通信 (V2X)における輻輳制御技術 
 
第8節 自動車同士を無線通信でつなぐ 
    車両アドホックネットワークの構成技術と今後の展望 

第３章 周辺認識に向けたLIDAR、ミリ波レーダ開発 
第1節 MEMSミラー型LiDARを用いた高精度自己位置推定技術の開発 
 
第2節 LiDAR用のMEMSミラーの設計技術 
 
第3節 高分解能全周ミリ波レーダ技術の開発と課題 
 
第4節 自動運転センシングに向けたミリ波レーダの開発と歩行者識別 
 
第5節 ミリ波レーダによる合成開口イメージングに向けた 
      MIMOレーダと圧縮センシングの融合 
 
第４章 周辺・運転環境認識に向けたセンサ開発 
 
第1節 MEMSセンサによる大気圧,加速度および 
      角速度情報を用いた走行車両位置推定 
 
第2節 高精度MEMSジャイロセンサ技術動向と自動運転車への応用可能性 
 
第3節 EPSセンサに基づくハンズオン／オフ検知技術 

★より安全で高精度な自動運転に向けた研究、開発事例を1冊に凝縮 

★センサ開発動向、周辺状況のセンシング技術と車両制御技術 

書籍No.2159 「自動運転車」  試読およびお申し込みはこちらから （https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2159.htm） 
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車載半導体、車載部品開発事例 

 ・車載半導体における機能安全の対応動向 

 ・マイコン、IC、チップデバイス 

 ・自動運転に向けたステアリングの開発 

 ・コネクテッドカーに向けたフラッシュメモリ 

 ・ADAS、自動運転システムに向けた電波吸収体 

車載ネットワーク、通信技術 

 ・低遅延でかつ信頼性高く伝送する車載ネットワーク 

 ・自動車内無線通信への要求と課題 

 ・高い通信品質を提供する輻輳制御 

 ・車両アドホックネットワークの展望 

 ・車載光通信の標準化動向と求められる要素技術 

 ・車載サイバーセキュリティの動向と対策 

自動運転に向けた開発事例 

 ・カメラ、ミリ波レーダを用いた走行環境認識 

 ・モデル予測制御を用いた上手い運転 

 ・動的に変化する道路環境下での自動運転技術 

 ・自動運転に向けた「認知」に関するAI技術と課題 

 ・車載カメラと慣性センサを用いた推定、予測 

 ・慣性センサを用いた位置標定、推定技術とGNSS連携 

 ・自動運転用地図データを作り出す技術 

車載センサ開発事例 

 ・MEMS走査ミラーの要求特性と設計 

 ・ミリ波レーダの方位分解能向上 

 ・MIMOレーダと圧縮センシングの融合、走査点削減 

 ・MEMSジャイロの技術動向 

 ・車載用FIRカメラの画像認識性能の向上 

 ・駆動制御に向けた自動車用磁気センサの開発 
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第4節 車載センシング用途に向けた遠赤外線カメラの適用技術 
 
 
第５章 自動運転に向けた周辺環境のセンシング技術 
第1節 準天頂衛星を活用した自動運転バスへの防災情報提供 
 
第2節 夜間走行における周辺環境認識、 
      歩行者検出技術とセンサフュージョン 
第3節 カメラ・ミリ波レーダによる走行環境認識への 
       深層学習応用における課題と対策 
 
第4節 慣性センサを用いた位置標定、推定技術とGNSSとの連携 
 
第６章 車載半導体の開発動向と信頼性技術 
 
第1節 自動運転時代を見据えた半導体の機能安全対応動向 
 
第2節 高性能ADASをより低コストで実現できる 
     マイコン、IC、チップデバイスの製品展開 
 
 
第７章 信頼性を担保する車載ネットワーク技術 
 
第1節 車載光通信の標準化動向と求められる要素技術 
 
第2節 車載サイバーセキュリティの動向とCAN通信のセキュリティの問題 
 
第3節 車載用 Ethernet 規格とこれに対応した測定、試験手法 
 
第4節 表題：車載ネットワークにおけるLIN通信の役割と活用事例 
 
第5節 自動車へのサイバー攻撃に対抗する 
    車両セキュリティ監視・対応システムの検討と提案 
 
第6節 CAN およびCAN-FD インタフェースを 
     保護する過渡電圧サプレッサの特性と展開 
 
第7節 コネクテッドカーに向けたセキュリティロジックを 
      1チップ化したフラッシュメモリの紹介 
 
第8節 車載電装品の省スペース、高信頼性実装を 
        支えるFPC、3次元部品技術 
 
第８章 操舵・加減速・制動系部品の開発 
 
第1節 電動パワーステアリング用多機能電源システムと 
       高耐熱リチウムイオンキャパシタ 
第2節 機械的接続構造を排除した 
   リンクレスステアバイワイヤシステムの開発 
 
第3節 「走る」「曲がる」「止まる」を集約した 
    自動運転車の駆動モジュールの開発と今後の展望 
 
第4節 自動車用磁気センサの開発と駆動制御へ向けた応用 
 
第９章 誤動作や混信防止のための 
      電磁波吸収・遮蔽材料の開発と評価技術 
 
第1節 ADAS、自動運転システムに向けた 
      電波吸収体に求められるスペックと設計 
 
第2節 磁性ナノワイヤー材料の開発と電磁波遮蔽材料への応用 
 

第3節 高耐熱電磁波吸収シートの開発と自動車用途への展開 
 
第4節 自動車に用いる材料のシールド試験、電波吸収試験 
 
 
第１０章 自動運転するためのシステム・ソフトウェアの開発 
第1節 モデル予測制御を活用した 
    「上手い運転」 を実現する自動運転制御開発 
 
第2節 画像認識技術における AI 技術とその課題 
 
第3節 確率モデル予測制御を用いた動的な道路環境下での自動運転技術 
 
第4節 自動運転における車両制御技術とさらなる高性能な制御系開発 
  
第5節 自動運転に向けた環境の認知におけるAI技術とその課題 
 
第6節 画像認識技術による高精度な自車両の動き推定と他車両の動き予測 
 
第7節 機械学習を用いた走行ルート構築における走破・学習時間短縮 
 
第１１章 自動運転に向けた地図・測距技術の開発 
 
第1節 一般車両に搭載可能なセンサで自動運転用の地図を作成する技術 
  
第2節 自動運転用地図データを作り出す技術とその取り組み 
 
第3節 自動運転を支える地図・測距技術と実証に向けた取組み 
 
第4節 車載LiDAR からのスキャンデータによる環境地図の生成技術 
 
第5節 全方位画像と畳み込みニューラルネットワークを 
      用いたトポロジカルマッピング技術 
 
第１２章 自動運転に向けたディスプレイ、情報提示技術 
 
第1節 裸眼で3D映像を見ることができる仕組みと 
       車載3Dモニターの試作と課題 
 
第2節 ライトフィールド光学を用いた 
      空中立体表示技術と車載適用への課題 
 
第3節 自動運転状況下における 
    視覚表示を用いたドライバーへの情報伝達方法 
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